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三好市（旧東祖谷山村）は剣山，次郎笈，三嶺な

ど海抜１,０００mを超える山々や深い渓谷，切り立っ

た断崖地やミズゴケで被われた湿原など，多様で変

化に富んだ自然環境は豊かな植物相を育み，他地域

では見られない希少種や貴重種を多産する県内屈指

の地域である。今回は主として植生の豊かな場所や

貴重種が多く生育するとみられる特色のある場所を

重点的に調査した。その概要を報告する。
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植物の生育は気候や地質，地形などの自然環境や

人間活動によって影響を受けている。本地域の自然

環境を概観すると次のようである。

旧東祖谷山村は県西部に位置する三好市の南部に

あり，東はつるぎ町及び美馬市に隣接し，南は高知

県に接している面積２２８.５６�の広大な地域である。
その大部分は急峻な山岳地帯で，西日本第二の高峰

である剣山（１,９５４.７m）をはじめ，三嶺（１,８９４.３m），天

狗塚（１,８１２m），矢筈山（１,８４８.５m），寒峰（１,６０４.６m），

烏帽子山（１,６６９.９m）など，四国山地の主要な高峰

が連なっている。その中央部を見ノ越付近を源流と

する祖谷川がジグザグに流路を変えながらもほぼ東

から西に向かって流れている。その祖谷川を本流と

して，高い峰々に源を発する大小多数の谷や支川が，

険しい渓谷や滝を刻みながら，ほぼ南北方向から流

入している。また，北端部では深渕川が春の木尾ダ

ムに流入し，その先は松尾川に注いでいる。

地質は北から順に三波川帯，御荷鉾緑色岩帯，秩

父帯が東西方向にほぼ平行に分布している。その基

盤岩は，三波川帯の結晶片岩，御荷鉾緑色岩帯では

緑色変岩類，秩父帯では砂岩，泥岩及びその互層，

チャート，石灰岩などである。

地形は険しい山岳地帯であるため急峻な傾斜地や

深く刻まれた V字谷が大部分を占めている。平地

は極少なく，川の合流部や段丘部，地滑り地形など

にわずかな緩傾斜地があるのみで，そこは集落や農
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要旨： 本地域の垂直分布の特徴は亜寒帯域や冷温帯域の植物相が豊富なことである。剣山や三嶺，天狗塚の山

頂付近はミヤマクマザサやコメツツジなどの風衝草原で景観にも優れ，山頂近くの岩場やその周辺には寒地性

や南限種の希少植物が多く生育している。少し標高が下がるとウラジロモミなどの針葉樹林が発達し，所によっ

てはアカカンバの樹林が見られる。剣山，三嶺，落合峠などの冷温帯域には立派なブナ林が残っている。中間

温帯域にはスギ，ケヤキ，トチノキなどの巨樹・巨木が林冠を形成する社叢群がある。今回の調査では，ニセ

ツクシアザミ，ヒナチドリなど数多くの貴重な植物を確認した。

キーワード： 亜寒帯林，希少植物，冷温帯林，社叢，湿原，植物相，剣山
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耕地となっている。剣山や三嶺，天狗塚などの高い

山の山頂部はなだらかな部分が多いが，その周辺部

一帯は石灰岩，チャート，変成岩類などが浸食を受

け，硬い岩質が風化されずに残った巨大な岩塊や屹

立する巨岩，切りたった断崖地や岩場など多様な自

然環境とともに山岳の美しい景観を演出している。

気候は京上における年平均気温が１１.７℃，年平均

降水量は２,１４１�で（徳島地方気象台，１９９０），冬季
に曇りの日が多く，雪が多い山岳気候または日本海

側気候の特徴を示し，夏季は冷涼で快適な気候とな

り，逆に冬季は寒さが厳しく積雪が多い厳しい環境

となる。

本地域における標高の最も低い所は高野の祖谷川

河畔周辺で標高４３０m，高い所は剣山山頂の１,９５４.７m

であり，幅広い高度差がある。気温は標高が１００m

高くなるにしたがって０.５～０.６℃下降するため，剣

山山頂部では年平均気温４.２℃で，徳島市と比べる

と１２℃の差がある。また，同じ高度であっても南向

き斜面と北向きの斜面とでは日照時間が異なるなど

地形などの特徴によっても気候の違いが表れること

も少なくない。
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阿部（１９９０）によると，本県における植物の垂直

分布は，標高約６００m付近までは暖温帯の常緑広葉

樹林，約１,０００mまでが中間温帯林，１,６５０mごろま

でが冷温帯の落葉広葉樹林，それ以上では亜寒帯の

針葉樹林が発達するとされている。

本地域は地理的な条件から人間の開発の手を免れ

てきたために他地域に比べてはるかに豊かな自然が

残っている。その特徴は冷温帯域及び亜寒帯域の植

物相が極めて豊富なことである。それは，「三嶺・

天狗塚のミヤマクマザサ及びコメツツジ群落」が国

指定天然記念物，「剣山並びに亜寒帯植物林」が県

指定名勝天然記念物に指定されていることなどから

も推測できる。また，鎮守の森として護られてきた

社叢群も中間温帯林の特徴をもつ貴重な樹林として

県指定の天然記念物に指定されている。以下これら

の地域を中心に調査結果を報告する。

図１ 主な調査地点。数字は調査地番号。地形図は「東祖谷山村全図」（旧東祖谷山村発行，建設省国土地理院承認番号
平元 四複 第１３２号）を使用。

三好市「旧東祖谷山村」の植物／植物相班
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剣山や三嶺，天狗塚などの山頂部は強風や冬季の

積雪などの厳しい自然条件のため高木が生育できず

ミヤマクマザサが優占し，コメツツジなどの矮小低

木類が生育する草原が成立している。また，周辺の

岩場や崖地などにはヘビノネゴザ，イワキンバイ，

コメススキ，ミヤマヌカボなどが生育している。調

査地と確認した植物は次のとおりである。

（１）大剣神社～次郎笈分岐付近（調査地１）

ミヤマクマザサ，タカネオトギリ，トゲアザミ，

イタドリ，ベニバナニシキウツギ，ミヤマワラビ，

クサイ，ミツバテンナンショウ，アカカンバ，コノ

リウツギ，ツルギミツバツツジ，ヒナノウスツボ，

テンニンソウ，サワオトギリ，ニワトコ，ヤマカモ

ジグサ，ヘビノネゴザ，タカネコウボウ，コバノク

ロウメモドキ，ヒメキリンソウ，アキノタムラソウ，

ユモトマユミ（カントウマユミ），シコクトリアシ

ショウマ，シコクブシ，イワガサ。

（２）天狗塚のコメツツジとミヤマクマザサの群

落（標高１,７４０m～１,８２０m付近，調査地２）

天狗峠（旧躄峠）と呼ばれる所で，コメツツジの

矮小低木とミヤマクマザサがモザイク状に生育する

美しい笹原が広がる。なだらかな草原には所々に浸

食を受けたチャートの露岩が残り日本庭園様の見事

な景観を呈している。ここでは次のような植物を確

認した。

コメツツジ，ミヤマクマザサ，ツルギハナウド，

ミヤマザクラ，ショウジョウスゲ，ナナカマド，タ

カネコウボウ，シモツケ，ホソバシュロソウ，ミヤ

マヤシャブシ，シシガシラ，ハクサンシャジン，マ

イヅルソウ，イブキトラノオ，ススキ，アカカンバ，

ヒメミヤマスミレ，ツルアジサイ，ウリハダカエデ，

ユモトマユミ，ツルギミツバツツジ，クサイ，コオ

ニユリ，ハイニガナ，タカネオトギリ，シコクフウ

ロ，ツルリンドウ，チシマカニツリ（カニツリスス

キ），コメススキ，ノギラン，イタドリ，ヘビノネ

ゴザ，イワキンバイ，ベニバナニシキウツギ，マメ

グミ，ウスノキ，コツクバネウツギ，ヤマヤナギ，

リンドウ，コナスビ，オオバコ，モリイバラ，ウツ

ギ，コノリウツギ，トゲアザミ，コキンポウゲ，ホ

ソバノヤマハハコ。

（３）三嶺の山頂付近（標高１,８００m付近のコメ

ツツジとミヤマクマザサ群落，調査地３）

山頂及び登山道の一部は基盤岩が露出して裸地化

したり岩場となっているが，一帯はミヤマクマザサ

とコメツツジの群落が美しいモザイクを描いて広が

る草原である。

山頂周辺の北斜面の尾根筋には低木を混じえてコ

メツツジ，ナナカマド，コノリウツギ，ミヤマクマ

ザサなどが生育している。その下部はアカカンバが

優占する低木林が広がり，東方向に山小屋，西に天

狗塚方面への尾根道が続く。南側はミヤマクマザサ

に被われた断崖状の急斜面である。

この一帯で確認した植物は次のものである。

ミヤマクマザサ，ナンゴククガイソウ，クサイ，

ミヤマヌカボ，コメススキ，ホソバノヤマハハコ，

チシマカニツリ，オカスズメノヒエ，タカネコウボ

ウ，シコクフウロ，ハイニガナ，イブキトラノオ，

ハクサンシャジン，コメツツジ，ヒメスゲ，ヘビノ

ネゴザ，タカネオトギリ，イワキンバイ，サワオト

ギリ，コノリウツギ，コガネギク，トゲアザミ，ヌ

カボ，ナナカマド，ヤマラッキョウ，マイヅルソウ，

ショウジョウスゲ，リンドウ，ホソバシュロソウ，

オオバコ，ヒメミヤマスミレ，ミヤマワラビ，ウス

ノキ，オオカメノキ，ツルギミツバツツジ，コミネ

カエデ，ウラジロモミ，シコクトリアシショウマ。
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ブナ帯の上部から山頂下部にかけての自然林では

しばしば針葉樹林の成立が見られる。剣山ではシコ

クシラベ，コメツガ，ウラジロモミ，ヒメコマツな

どが生育し，三嶺や天狗塚，矢筈山などには，ウラ

ジロモミの美しい樹林が発達している。また，場所

によってはアカカンバが優占する樹林が見られる。

この区域では次のような樹林を確認した。

（１）剣山の刀掛の松付近のウラジロモミ林（調

査地４）

この付近はかつては，ウラジロモミの樹林で，林

内にはナナカマド，オオカメノキ，ツルギミツバツ

ツジなどの低木が生育し，夏季には登山道に沿って

トモエシオガマ，ナンゴククガイソウ，レイジンソ

阿波学会紀要 第５３号（pp.２５―３７）２００７.７
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ウ，ソバナ，カニコウモリ，ヒカゲミツバ，イシダ

テクサタチバナ，ツルギハナウドなどの草本群落が

美しく咲き競う場所であった。しかし，現在はニホ

ンジカの食害によってトモエシオガマ，ソバナ，レ

イジンソウ，ヒカゲミツバ，ツルギハナウドなどの

姿はほとんど見られず，代わってショウジョウスゲ，

ヤマカモジグサ，テンニンソウ，カニコウモリ，イ

シダテクサタチバナなどのシカの非嗜好植物が勢力

を拡大している。レイジンソウやヒカゲミツバ，ト

モエシオガマは登山道に沿ってわずかに見られる

が，いずれも小さい個体で開花するまでには成長し

ていない。

ここでは，次の植物を確認した。

シコクフウロ，イブキヌカボ，テンニンソウ，シ

コクブシ，オオトウヒレン，トゲアザミ，ヒカゲミ

ツバ，ハゴロモヒカゲミツバ，ショウジョウスゲ，

レイジンソウ，イブキトラノオ，イワボタン，オオ

バコ，イヌトウバナ，イシヅチウスバアザミ，ウラ

ジロモミ，オオカメノキ，イワガラミ，タカネオト

ギリ，コウツギ，ヒメレンゲ，ヤマキツネノボタン，

ツルギハナウド，オククルマムグラ，クリンユキフ

デ，ソバナ，タニタデ，トモエシオガマ，ミヤマタ

ニソバ，カニコウモリ，カノコソウ，イシダテクサ

タチバナ，サワハコベ，ヤマヤナギ，クマイチゴ，

ユモトマユミ，ナナカマド，コバノトネリコ，ホザ

キイチヨウラン，アキカラマツ，アキノタムラソウ，

ナンゴククガイソウ，コミヤマカタバミ。

（２）天狗塚のウラジロモミが優占する樹林（標

高１,４９０m，調査地５）

天狗塚の山頂に至る途中にはウラジロモミの優占

する樹林の発達が見られる。その樹林の組成は次の

ようであった。

高木層：ウラジロモミ（優占），アカカンバ，イタ

ヤカエデ，アカマツ，ホオノキ，ミズナラ，クリ。

亜高木層：イタヤカエデ，ヒノキ，ハリギリ，ブナ，

イヌシデ，ウラジロモミ。

低木層：タンナサワフタギ，ツガ，シロダモ，イタ

ヤカエデ，ヒノキ，クマシデ，ブナ，ノリウツギ。

草本層：ミヤマクマザサ，マイヅルソウ，ツタウル

シ，イワガラミ，ツルシキミ，ヤマウルシ，ウラジ

ロモミ。

（３）三嶺のウラジロモミ林（標高１,５１７m，調査

地６）

三嶺でもブナ帯から上部はウラジロモミが優占す

る樹林が多く成立している。その群落は次のようで

あった。（種名の後の数字は幹周りを表す。単位�
以下同じ）

高木層：ウラジロモミ（優占１４９，１２２，１１４，１３０），

ハリギリ（１７３），ミズナラ（１２８），アカカンバ（１３０

多くが枯死）。

亜高木層：ツルアジサイ，リョウブ，ウラジロモミ。

低木層：コハウチワカエデ，ブナ，コミネカエデ，

ケアオダモ，ツルギミツバツツジ，コシアブラ，ア

オハダ，アサノハカエデ，リョウブ，コバノトネリ

コ，タンナサワフタギ。

草本層：スズタケ（尾根の東側），ウラジロモミ，ツ

ルアジサイ，ミヤマクマザサ（尾根の西側），マイ

ヅルソウ，テンニンソウ，イワガラミ。

（４）三嶺のアカカンバ林（標高１,６００m付近北

斜面，調査地７）

南斜面はウラジロモミ林であるが北斜面はアカカ

ンバが優占する次のような樹林が見られた。

高木層：アカカンバ（優占），ミズメ（アズサ），コ

ハウチワカエデ，ウリハダカエデ。

亜高木層：ウラジロモミ，コバノトネリコ，ツルア

ジサイ。

低木層：ウラジロモミ，オオカメノキ，コノリウツ

ギ，テツカエデ，ブナ，ミヤマガマズミ，ヤマアジ

サイ，ナナカマド，コゴメウツギ，オオイタヤメイ

ゲツ，コバノトネリコ。

草本層：マイヅルソウ，ツクバネソウ，シシウド，

ヒメシラスゲ，コガネギク，テバコワラビ，ヒナノ

ウスツボ，タカネコウボウ，ヒメミヤマスミレ，ミ

ヤマモミジイチゴ，ハナビゼリ，ルイヨウボタン，

ツタウルシ，コノリウツギ，ナナカマド，コゴメウ

ツギ，テンニンソウ，イトスゲ，ミヤマハコベ，ミ

ヤマタニソバ，イシヅチウスバアザミ，ヤマシャク

ヤク，イワボタン。
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本地域には剣山，三嶺，天狗塚，矢筈山などの山

頂近くに石灰岩やチャートなどの岩場や崖地が見ら

れる。そこにはイワガサ，ホツツジ，ヒメコマツな

三好市「旧東祖谷山村」の植物／植物相班
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どの木本類のほか，アキカラマツ，ヘビノネゴザ，

シコクハタザオ，チョウセンナニワズなど岩場の環

境に適応した特色のある植物が生育している。その

例をあげると次のようであった。

（１）剣山西島神社の岩場及び周辺部（調査地８）

西島神社を祀るチャートの岩場で，岩上やその周

辺には次のような植物が生育していた。

高木層：コメツガ（優占２１２，２４４），ウラジロモミ

（２５８，１７１，１０７）ヒノキ，ヤマグルマ，コミネカエ

デ（１１７）。

亜高木層：ヤマグルマ，ナナカマド，ベニドウダン，

イタヤカエデ。

低木層：ナンゴクミネカエデ，コバノトネリコ，ミ

ズメ，ツタウルシ，コノリウツギ，オオカメノキ，

オオバメギ，コヨウラクツツジ，ホツツジ，コミネ

カエデ，フウリンウメモドキ，ナナカマド，ヒメコ

マツ。

草本層：ヘビノネゴザ，シシガシラ，ミヤマクマザ

サ，ツタウルシ，シラネワラビ，ハリガネワラビ，

フジシダ，コミヤマカタバミ，イタドリ，フクロシ

ダ，ツルアジサイ，ミヤマノキシノブ，ハスノハイ

チゴ，イワセントウソウ，スズタケ，ミヤマアキノ

キリンソウ，ヒメスゲ，シコクヒロハテンナンショ

ウ，イシヅチテンナンショウ（大小６個体程度），

ミヤマモミジイチゴ，ミヤマタニタデ。

（２）石灰岩地の植物（標高約１,７５０m～１,７９０m付

近，調査地９）

大剣神社及びその周辺は石灰岩の岩場が多く，ツ

ルギカンギク，イチョウシダ，チョウセンナニワズ，

ヒメキリンソウなどの希少植物が多く生育してい

る。ここでは次の植物を確認した。

イタヤカエデ，ツルギカンギク，コウツギ，トモ

エシオガマ，チョウセンナニワズ，ウワバミソウ，

ミツバテンナンショウ，イチョウシダ，クサコアカ

ソ，アキカラマツ，シコクハタザオ，オククルマム

グラ，ヤマブキショウマ，クリンユキフデ，オウレ

ンシダ，カノコソウ，イシヅチウスバアザミ，シナ

ノキ，オオカメノキ，ナガバイラクサ，ホソバシュ

ロソウ，ナンゴククガイソウ，ヒメウツギ，アオチャ

センシダ，ツリバナ，シコクフウロ，イワガサ，ケ

ンザンデンダ，ウラジロモミ，コノリウツギ，ミヤ

マウイキョウ，シコクハタザオ，メタカラコウ，ミ

ゾホオズキ，クロウメモドキ，ベニバナニシキウツ

ギ，シコクウツギ，ショウジョウスゲ，キツリフネ，

テンニンソウ，ミヤマタニソバ，ハクサンハタザオ，

イブキヌカボ，ヤマヤナギ，マメグミ，ユモトマユ

ミ，ケゴンアカバナ，ヒナノウスツボ，ヤマカモジ

グサ，ナヨシダ，ヒメイワトラノオ。

（３）三嶺の山頂に近い岩場（標高１,６９０m～１,７００

m付近，調査地１０）

標高が高くなるにつれて高木類は減少し，次第に

低木林や草本群落に移行する。ガレ場や岩場も出現

し，岩場にはコノリウツギやウラジロモミ，コバノ

トネリコ，フジイバラ，コヨウラクツツジなどの低

木類が生育している。出現する植物は次のようなも

のであった。

タカネコウボウ，シコクフウロ，ベニドウダン，

コヨウラクツツジ，ナンゴクミネカエデ，イブキト

ラノオ，リョウブ，ナナカマド，モリイバラ，イタ

ドリ，オオカメノキ，ツルギミツバツツジ，ベニバ

ナニシキウツギ，ハリギリ，「岩場」ウラジロモミ，

コノリウツギ，コバノトネリコ，フジイバラ，リン

ドウ，コメツツジ，シコクヒロハテンナンショウ（２

個体）メタカラコウ，ススキ。「がれ場」，アカカン

バの低木林，コノリウツギ，リョウブ，ススキ，コ

ヨウラクツツジ，ウラジロモミ，オオイタヤメイゲ

ツ，タカネコウボウ，ヤマアジサイ，ヒヨドリバナ，

イタドリ，コメツツジ，ツタウルシ，オオバコ，コ

ハウチワカエデ，ヒメミヤマスミレ，ベニドウダン，

ヤシャブシ，ユモトマユミ，クサノオウバノギク。

「水飲場周辺，標高１,７２０m～１,７３０m」

ヤマカモジグサ，ショウジョウスゲ，ナンゴクミ

ネカエデ，イシヅチウスバアザミ，シシウド，ホソ

バノヤマハハコ，オヤマボクチ，ナガバモミジイチ

ゴ，ベニバナニシキウツギ，タカネオトギリ。

「水場」ヒナノウスツボ，トモエソウ，ヘビノネゴ

ザ，ベニバナニシキウツギ，ヤマトウバナ，アキノ

タムラソウ，フジイバラ，ヤマイヌワラビ，バイケ

イソウ，コノリウツギ，ショウジョウスゲ，イタド

リ，ケゴンアカバナ，テンニンソウ，イグサ，シコ

クブシ，ツルギミツバツツジ，オククルマムグラ，

ハナビゼリ，オオバコ，シモツケソウ，ミゾホオズ
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キ，ヤマカモジグサ，オタカラコウ，イワアカバナ，

ヤシャブシ，ナナカマド，コハウチワカエデ，シコ

クトリアシショウマ。

（４）落合峠の岩場（標高約１,６５０m，調査地１１）

ミヤマクマザサが優占する草原に基盤岩のチャー

トが露出しているが，その岩上や周辺部にはマツム

シソウ，ウメバチソウ，リンドウなどが生育してい

て次の植物を確認した。

ツルギミツバツツジ，ウラジロモミ，ホソバシュ

ロソウ，シモツケソウ，マツムシソウ，ナガバモミ

ジイチゴ，ハクサンシャジン，ミツバツチグリ，イ

タドリ，ベニバナニシキウツギ，イヌシダ，ススキ，

イワキンバイ，タカネコウボウ，チシマカニツリ，

ノアザミ，ナンゴククガイソウ，ソヨゴ，シコクフ

ウロ，ヨツバヒヨドリ，アオウシノケグサ，タカネ

オトギリ，コナスビ，リョウブ，ウツボグサ，ヌカ

ボ，コメススキ，コノリウツギ，オオカメノキ，ミ

ズナラ，ヤマシグレ，ヒメスゲ，ハイニガナ，ナナ

カマド，アリノトウグサ，コオニユリ，トゲアザミ，

イヌツゲ，イブキトラノオ，ヤマボウシ，フクロシ

ダ，ブナ，ホツツジ，ベニドウダン，イシヅチテンナ

ンショウ，クロヅル，ミヤマタニソバ，イシヅチウ

スバアザミ，イシヅチミズキ，クルマムグラ，ヒロハ

アキチョウジ，コハクウンボク，オククルマムグラ。

（５）矢筈山のチャートの岩場周辺（標高約１,７８０

m，調査地１２）

矢筈山山頂に至る途中のチャートの岩場では，ニ

セツクシアザミが群生しているほか，トガスグリ，

マンセンカラマツ，イシヅチテンナンショウなどと

ともに次の植物を確認した。

ヘビノネゴザ，キヨタキシダ，マイヅルソウ，タ

カチホガラシ，コミネカエデ，ナンゴククガイソウ，

ソバナ，ツクバネソウ，ツルギハナウド，ニセツク

シアザミ，イトスゲ，クリンユキフデ，ジュウモン

ジシダ，オタカラコウ，シコクハタザオ，ヒナノウ

スツボ，サワハコベ，ヤマミゾソバ，サカゲイノデ，

オオイタヤメイゲツ，イワボタン，カニコウモリ，

ヤマシグレ，ツルギミツバツツジ，ウラジロモミ，

トガスグリ，マンセンカラマツ（１個体），ヒロハ

ツリバナ，ヌカボシソウ，ナナカマド，コガネギク，

フクロシダ，コミヤマカタバミ，ヒノキ，ヒメシャ

ラ，ノリウツギ，アカカンバ，ヤマグルマ，ミツバ

テンナンショウ，イシヅチテンナンショウ（２個体），

ヒナスゲ。

�������	
�
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剣山の見ノ越から大剣谷，落合峠，三嶺などには

本県を代表するブナ林が残っていて，その林床には

ツルギテンナンショウ，ヒメオオイワボタンなどの

希少植物も多く生育している。例をあげると次のよ

うである。

（１）見ノ越（標高約１,４６０m～１,６００m，調査地１３）

見ノ越の登山道周辺や大剣谷はブナが優占し，ミ

ズナラ，ヒノキの大木が生育する次のような樹林が

残っている。

高木層：ブナ（優占），ヒノキ（３５１，４０７），ミズナ

ラ（４０３），イヌザクラ，ウラジロモミ，ミズメ，イ

タヤカエデ，コハウチワカエデ。

亜高木層：リョウブ，ツルアジサイ，ヒメシャラ，

オオイタヤメイゲツ，フガクスズムシソウ，ヒコサ

ンヒメシャラ。

低木層：シロモジ，サルナシ，コウツギ，ツタウル

シ，コノリウツギ，ヒノキ，ミズキ，ウリハダカエ

デ，ヒメシャラ，リョウブ，コゴメウツギ，オオカ

メノキ，ガマズミ，ヤマブドウ，ニワトコ。

草本層：イタドリ，タカクマヒキオコシ，オオバナ

ニガナ，タニソバ，コミヤマカタバミ，クマイチゴ，

サワオトギリ，ミヤマタニタデ，クルマムグラ，ハ

ガクレツリフネ，シコクトリアシショウマ，オオヤ

マハコベ，テバコモミジガサ，スズタケ，オククル

マムグラ，ヤマキツネノボタン，アオベンケイ，タ

ニタデ，バライチゴ，テンニンソウ，ハスノハイチ

ゴ，ムカゴイラクサ，フジシダ，シシウド，カンス

ゲ，イシヅチウスバアザミ，クサコアカソ，ヤマイ

ヌワラビ，ミヤマシケシダ，キヨタキシダ。

（２）丸石谷（標高約１,０００m～１,２５０m，調査地１４）

丸石谷川に沿う渓畔や両側の斜面にはイタヤカエ

デ，ミズナラ，シオジ，サワグルミなどの巨木が茂

る樹林があり，その林内にはスギラン，エビラシダ

などの希少種の生育を確認した。樹林の構成は次の

ようであった。

高木層：イタヤカエデ（優占３９８，３７２，３５２），ミズ

ナラ，ミズキ，アサガラ，イヌシデ，トチノキ，カ
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ツラ，オオバアサガラ，シオジ（４７３），サワグルミ，

ウラジロモミ。

亜高木層：ヒメシャラ，シオジ，ユクノキ，ミズキ，

カツラ，ツルアジサイ，ホテイシダ，イヌシデ，ハ

クウンボク，ウナズキギボウシ（イタヤカエデに着

生），スギラン（サワグルミに着生），キハダ。

低木層：アサノハカエデ，ヤハズアジサイ，コハウ

チワカエデ，ヤマトアオダモ，メギ，ヤマグワ，カ

マツカ，コシアブラ，サンカクヅル，キブシ，シラ

キ，アワブキ，ヒメクロモジ，イヌガヤ，イロハカ

エデ，コクサギ，カヤ，ミヤマガマズミ，ツリバナ，

オシャグジデンダ，フサザクラ，シノブ，ヒナウチ

ワカエデ，オノエヤナギ，オヒョウ，バッコヤナギ

（ヤマネコヤナギ）。

草本層：ゼンマイ，ミヤマタニソバ，サイコクサバ

ノオ，ジュウモンジシダ，ツタウルシ，ミヤマハコ

ベ，カンスゲ，ミヤマクマワラビ，コチャルメルソ

ウ，イワタバコ，エビラシダ，ヒメサジラン，ジン

ジソウ，ツヤナシイノデ，ヤマイヌワラビ，ウリノ

キ，シシウド，イワボタン，イタドリ，ムカゴイラ

クサ，オオマルバノテンニンソウ，イワイタチシダ，

クマワラビ，ウスゲタマブキ，ミツバ，クサアジサ

イ，シシガシラ，カラクサイヌワラビ，キヨタキシ

ダ，フクロシダ，マムシグサ，ヤマキツネノボタン，

タニギキョウ，ミツバテンナンショウ，ルイヨウショ

ウマ，モミジガサ。

（３）三嶺登山口付近（標高１,１００m～１,３００m，調

査地１５）

三嶺の登山口から中腹にかけては，ブナが優占す

る樹林が広範囲に成立している。ツガ，イヌブナ，

カツラ，ヒメシャラなども混生し，その組成は次の

ようであった。

高木層：ブナ（優占２７１，１８１），ツガ（４３１，３６４，１６０），

ヒメシャラ（１４８），イヌブナ（１８９），カツラ（３９６），

ウラジロモミ，ミズメ（２６５），アカシデ，トチノキ，

サワグルミ。

亜高木層：ヒメシャラ，ウリハダカエデ，オノエヤ

ナギ，イヌシデ，リョウブ，ナツツバキ（１１２），ヤ

マボウシ，オオバアサガラ，カヤ。

低木層：ミヤマガマズミ，ミヤマザクラ，タンナサ

ワフタギ，アサノハカエデ，ウツギ，コハウチワカ

エデ，オオイタヤメイゲツ，フサザクラ，シラキ，

ツガ，クマシデ，ヒメシャラ，リョウブ。

草本層：スズタケ，カンスゲ，カヤ，ツルシキミ，

コヨウラクツツジ，マムシグサ，ツタウルシ，クサ

アジサイ，コバノトネリコ，ミヤマクマワラビ，ツ

ヤナシイノデ，ムカゴイラクサ，テバコモミジガサ，

テンニンソウ，オタカラコウ，タンナサワフタギ，

アサノハカエデ，ウツギ，イワガネゼンマイ，シコ

クブシ，オオヤマハコベ，シラネワラビ，サワオト

ギリ，ミヤマタニソバ，ヤマトウバナ，オオキヌタ

ソウ，ヤマキツネノボタン，ミズタビラコ。

（４）落合峠下部のブナ林（標高約１,１３０m～１,４００

m，調査地１６）

落合峠の下部にはブナの優占する樹林が残ってい

る。直径１mを超えるブナをはじめ，ミズナラ，ハ

リギリ，ミズメ，トチノキなどの大木が茂る見事な

樹林である。その林内には，イシヅチテンナンショ

ウ，オオイワボタン，ミヤマナミキなどの希少植物

も生育している。その組成は次のようであった。

高木層：ブナ（優占４０３，３５８，２９１，２１８，２５８，３００，

２２８，２６５，２３８，３０３），ハリギリ（１０９，２６５，２３１），

ミズメ（２０３，２１２，２１２，１９４），ミズナラ（２３９，３６０，

（１６３+２５１）２５６，３０８），ウラジロモミ，（２０１，１７１），

イタヤカエデ（２１３），ヒメシャラ（８８，１１６），ウリ

ハダカエデ（１２２），アサガラ（１０９），トチノキ（２８２，

２８７），シオジ。

亜高木層：コハウチワカエデ，ウラジロモミ，サル

ナシ，オオイタヤメイゲツ，ツタウルシ，ベニドウ

ダン。

低木層：オオカメノキ，シロモジ，タンナサワフタ

ギ，ベニドウダン，ヤマシグレ，アオハダ，コミネ

カエデ，アサノハカエデ，ツリバナ，シコクウツギ，

チドリノキ，ニワトコ，ブナ，テツカエデ，リョウ

ブ，エゴノキ，コウツギ。

草本層：テンニンソウ，ヤマイヌワラビ，オオカメ

ノキ，キヨタキシダ，アサノハカエデ，トガスグリ，

コバノガマズミ，ハスノハイチゴ，ミヤマクマザサ，

シシガシラ，イタドリ，ウラジロモミ，ミヤマハコ

ベ，テバコモミジガサ，カンスゲ，ヤマカモジグサ，

ミヤマクマワラビ，ヒナノウスツボ，ツタウルシ，

ヤマトウバナ，トラノオシダ，ジュウモンジシダ，
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コミヤマカタバミ，ミヤマイボタ，ミヤマナミキ，

ツクシガシワ，ナガボハナタデ，ウワバミソウ，イ

シヅチウスバアザミ，イワガネゼンマイ，サカゲイ

ノデ，コンロンソウ，ハガクレツリフネ，ギンバイ

ソウ，カマツカ，ムカゴイラクサ，ツヤナシイノデ，

コチャルメルソウ，オオマルバノテンニンソウ，マ

ネキグサ，ヒロハアキチョウジ，クルマムグラ，コ

ケイラン，ツルシキミ，ヒヨドリバナ，オオバショ

ウマ，ワサビ，オタカラコウ，サラシナショウマ，

シラネワラビ，リョウメンシダ，チドリノキ，シコ

クブシ，シシウド。

��������	

山間地にある湿原や湿地には貴重な植物が生育す

ることが多い。しかし，平たん地の少ない山間地で

は最も開発の手が加わりやすい場所でもある。

（１）菅生の湿地（調査地１７）

この湿地は，かつてはノハナショウブ，カキツバ

タなどが生育する貴重な場所であった。現在も三好

市天然記念物に指定されているが，開発により埋め

立てられ，その一部が公園化されて残っているにす

ぎない。生育を確認した植物は次のものである。

ノハナショウブ，カキツバタ，オノエヤナギ，シ

カクイ，イグサ，アカバナ，エゾノギシギシ，ヒメ

ワラビ，サトメシダ，ウツギ，コウガイゼキショウ，

コアカソ，ヤナギタデ，ツルヨシ，ミゾソバ，カサ

スゲ，エゾアブラガヤ，ヒロハノコウガイゼキショ

ウ，ネコヤナギ，ノブドウ。

（２）菅生の放棄水田（調査地１８）

放棄水田が湿地状になっているもので，エゾアブ

ラガヤが群生し，マルバヤナギ，ヤマヤナギなどの

木本類も侵入し，次のような植物が見られた。

ミゾソバ，アカバナ，エゾノギシギシ，アカツメ

クサ，エゾアブラガヤ，スギナ，イグサ，セリ，オ

ノエヤナギ，ゲンノショウコ，ネコヤナギ，ガマ，

ホタルイ，イヌホタルイ，マツバイ，アメリカセン

ダングサ，ススキ，トダシバ，アキノウナギツカミ，

ヒメジョオン，ヨモギ，ハルガヤ，ノイバラ，カキ

ドオシ，クサヨシ，ヒメシダ，サワヒヨドリ，コケ

オトギリ，ツユクサ，ケツユクサ，ウキクサ，イチョ

ウウキゴケ，スイカズラ，ノコンギク，ヤマヤナギ，

マルバヤナギ，コウガイゼキショウ，サトメシダ，

ウツギ，オタカラコウ，ネジバナ，ノリウツギ，ツ

ルマメ。

（３）笹峠湿原（１,２００m～１,２５０m，調査地１９）

高知県との境界にある湿原で，オオミズゴケが生

育し，ナツトウダイ，アブラガヤなどの群落が発達

している。しかし，周辺部の開発や植林などの影響

でウラジロモミ，ミズナラなどの低木類が侵入して

遷移が進行している。確認した植物は次のとおりで

ある。

ウツギ，ヤマヤナギ，イタドリ，ミヤマササガヤ，

ツユクサ，ヨモギ，オオバコ，ヤマイヌワラビ，ア

オミズ，ハナタデ，ヤマトウバナ，イヌタデ，ヤマ

キツネノボタン，フキ，シシウド，チヂミザサ，シ

ロヨメナ，ヤマミゾソバ，バライチゴ，ミヤマタニ

ソバ，サカゲイノデ，ジュウモンジシダ，ユキモチ

ソウ，イシヅチウスバアザミ，タカクマヒキオコシ，

シケチシダ，ヤマカモジグサ，テンニンソウ，ユモ

トマユミ，スギ，イヌザンショウ，アオテンナンショ

ウ，ムカゴイラクサ，ハガクレツリフネ，ミヤマハ

コベ，タネツケバナ，カナクギノキ，タラノキ，ウ

リハダカエデ，ススキ，カンスゲ，アオハリガネワ

ラビ，ミツバテンナンショウ，イグサ，アブラガヤ，

フジイバラ，コハウチワカエデ，スズタケ，ノリウ

ツギ，ナツトウダイ，ケカマツカ，コシアブラ，サ

ワオトギリ，トサノミツバツツジ，イヌシデ，アズ

キナシ，ベニドウダン，クマシデ，ゼンマイ，ウラ

ジロモミ，ツルシキミ，ミズナラ，イタヤカエデ，

ヒメカンスゲ，ヒメアシボソ，コチャルメルソウ，

シラネワラビ，アカバナ，メギ，ヒノキ，コケオト

ギリ，ツガ，イヌツゲ，ネジキ，サトメシダ，ヤマ

ウルシ，コヨウラクツツジ，ヒカゲノカズラ，オタ

カラコウ，シノブカグマ，アケボノソウ，ヤナギタ

デ，ニョイスミレ，ヒメジョオン，ミヤマイボタ，

キブシ，エゴノキ，ゲジゲジシダ，オオバタネツケ

バナ，タンナサワフタギ，サルナシ，ハリガネワラ

ビ，コミネカエデ，リョウブ，ヤマザクラ，ミズタ

ビラコ，アワノミツバツツジ，ゼンマイ，アカシデ，

ツルマンネングサ，コハウチワカエデ，シナノキ，

ハリギリ，シコクブシ。

���
������
本地域には大枝の鉾神社や菅生の八幡神社など豊
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かな社叢が多い。その構成樹種は鉾神社ではスギの

巨樹，愛宕神社ではコウヤマキのように標高や立地

条件によっても多少の違いは認められるが，スギ，

イチョウなどの植栽樹とともにモミ，ケヤキ，トチ

ノキなどの自然木が林冠をつくる社叢が多く，７社

が「東祖谷の社叢群」として徳島県指定天然記念物

に指定されている。その樹林の構成種は暖温帯と冷

温帯の樹種が混生する中間温帯林に属している。代

表的な社叢をあげると次のとおりである。

（１）大枝鉾神社社叢（県指定天然記念物：鉾ス

ギと社叢群，調査地２０）

高木層：スギ（植栽，優占９６８：鉾スギ；県指定天

然記念物の巨樹），４１２，２９９，２５４，３４７，２４７，２４３，

３４４，２４２，２９０，６８７），イチョウ（植栽：４３２），ケヤ

キ（３３７），エゾエノキ（地上２０�の高さでそれより
上で６分岐（１５９+２５０+１５１+１８９+２０２+１２８（幹は折

損腐朽）），（１５５+１９６）ヒノキ（２５４），オオモミジ（３８０，

２０４），カジカエデ，アスナロ（幹は空洞２５５）。

亜高木層：ヤブツバキ，カヤ（２５７，１５７），ミズキ

（１９４+９６），ヒイラギ（１６２+９７），サカキ，シロダモ。

低木層：アオキ，イヌガヤ，ハナイカダ，ヒノキ，

チャノキ，ユズリハ，シロダモ，ケヤキ，イヌツゲ，

ヤマコウバシ，イロハカエデ。

草本層：スズタケ，ヤマヤブソテツ，カテンソウ，

ニワトコ，ヤマアイ，フユヅタ，タカネハンショウ

ヅル，シマカンギク，ヨモギ，スイバ，セリバオウ

レン，クサイチゴ，カキドオシ，ジャノヒゲ，アケ

ビ，シュロ，コヤブラン，スイカズラ，サイハイラ

ン，ムラサキケマン，フキ，ヒガンバナ，エンコウ

カエデ，シロヨメナ。

（２）菅生八幡神社社叢（県指定天然記念物：社

叢群，調査地２１）

高木層：スギ（３９４+２８８），２８５，２７６，２３６，２４９，３２３，

３７６），アカマツ（３０６），カヤ（１９２），エゾエノキ（８９+

１４７+１５３），モミ（４３８，３４６，４１７，４３３），ミズナラ（１７８）。

亜高木層：ミズキ，スギ，ケヤキ，カヤ，ユズリハ，

イロハカエデ，ウワミズザクラ。

低木層：ユズリハ，ヤブツバキ，コクサギ，シロダ

モ，カヤ，シキミ，ツリバナ，コバノハナイカダ，

ヤブニッケイ，ナツヅタ，ナワシログミ，ミヤマハ

ハソ。

草本層：ウド，ナルコユリ，ホウチャクソウ，ナガ

バハエドクソウ，トチバニンジン，フタリシズカ，

カエデドコロ，ムカゴイラクサ，ヒヨドリバナ，シ

オデ，ヤマブキ，ヤブハギ，ヤマグワ，スギ，ユキ

モチソウ，シロダモ，クマワラビ，ヒメホウチャク

ソウ，ヤブレガサ，スズタケ，ミズナラ，コバノガ

マズミ，ヤマジノホトトギス，イボタノキ，ミズヒ

キ，ホドイモ，ヒメキンミズヒキ，ミヤマエンレイ

ソウ（シロバナエンレイソウ），チヂミザサ，ウマ

ノミツバ，イヌワラビ。

（３）落合三所神社(標高７３０m)（県指定天然記念

物：社叢群，調査地２２）

高木層：スギ（４５６，４２２，４３６，３９３），ケヤキ（５１５，

２４６，３６２），記録のあるケヤキの巨樹は枯死，イロ

ハカエデ（１５６，２１５），ウラジロガシ，ホオノキ，カ

ゴノキ（３１５）枯死寸前。

亜高木層：エゾエノキ，スギ，ヤブツバキ，カゴノ

キ，ウラジロガシ（１８０）。

低木層：ユズリハ，サカキ，ヤブニッケイ，アオキ，

ウラジロガシ，ヤブツバキ，シキミ，テイカカズラ，

シュロ，ケヤキ，エゾエノキ，マユミ，イヌザンショ

ウ，ヒサカキ，ネズミモチ，カゴノキ，ヤマグワ，

コウゾ。

草本層：テイカカズラ，アオキ，シュロ，ウラジロ

ガシ，フユヅタ，トチバニンジン，ユズリハ，ジャ

ノヒゲ，ケチヂミザサ，ヤブラン，ヤブジラミ，ミ

ズヒキ，カナクギノキ，コシアブラ，クサマオ，シ

ナサルナシ（逸出）タチツボスミレ，イヌワラビ。

（４）深渕愛宕神社社叢（県指定天然記念物：社

叢群，調査地２３）

高木層：ヒノキ（優占１０８，１２０，１１８，１３８，１２０，９９，

８６），コウヤマキ（２１９，１３１，８６，７６），アカマツ（２１６，

２０８），ツガ（１６３）。

亜高木層：ソヨゴ，ミズナラ，アオハダ，ネジキ，

コウヤマキ（７３）。

低木層：アセビ，シャクナゲ，タムシバ，ハイノキ，

ヒサカキ，ネジキ，ヤマウルシ，ベニドウダン，シ

ロモジ，ウワミズザクラ。

草本層：ツガ，ハイノキ，ヤマウルシ，ソヨゴ，ケ

アクシバ，ヤマシグレ，イヌツゲ，シャクナゲ，リョ

ウブ，ベニドウダン，コウヤマキ，シシガシラ，ア

阿波学会紀要 第５３号（pp.２５―３７）２００７.７
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サマリンドウ，ショウジョウバカマ。

（５）栗枝渡八幡神社社叢（県指定天然記念物：

社叢群，調査地２４）

高木層：ケヤキ（５７１，１３８），トチノキ（４６５，４５９，

２５６，３６４，３８４，３８４），スギ（２６１，３８２，３２９，（４０６+

４０１），３５１，２０５，４５３，４７１），エゾエノキ（３１９），

イチョウ（１７７）。

亜高木層：シロダモ（１７７），シラカシ，ヤブツバキ，

スギ，ウラジロガシ。

低木層：ケヤキ，アオキ，チャノキ，ユズリハ，マ

サキ，イヌガヤ，カヤ，シキミ，エゾエノキ，シュ

ロ，アブラチャン，ヒノキ，シロダモ，トチノキ。

草本層：カテンソウ，ヤマアイ，トチバニンジン，

フユヅタ。

（＊天然記念物の案内板周７mのトチノキは未確

認。平成１８年の台風でイチョウの大木が倒伏，枯死。）

（６）奥の井住吉神社社叢（県指定天然記念物：

社叢群，調査地２５）

高木層：スギ（２７１，３２５，２７６，２５２，３９２，４６７，４３０，

４４８，２７６），ツガ，（２６９，３２９），ヒノキ（２８３，３６５，２３６），

アカマツ（２５０+２２２），ウラジロガシ（２５２）。

亜高木層：ヒノキ，スギ，ミズキ，ウラジロガシ。

低木層：ウリノキ，テイカカズラ，ウラジロガシ，

フサザクラ，ケクロモジ，エゴノキ，シラキ，ヒサ

カキ，シロダモ，シロモジ，ツリバナ，エゾエノキ，

コバノハナイカダ，コシアブラ，ヤハズアジサイ，

ヤマウルシ，ヤブムラサキ。

草本層：ツヤナシイノデ，イヌマキ，ベニシダ，ヤ

マジノホトトギス，ハリガネワラビ，ヒロハイヌワ

ラビ，トチバニンジン，ナガバモミジイチゴ，エン

コウカエデ，ウリハダカエデ，カナクギノキ，オト

コエシ，クサコアカソ，ホドイモ，ヤマグワ，ツル

リンドウ，クサアジサイ，ヒメシラスゲ，シシガシ

ラ，ヒメワラビ。

（７）釣井三所神社社叢（県指定天然記念物：社

叢群，調査地２６）

高木層：トチノキ，（３７７，３９７，３９７，３４７），イタヤ

カエデ（２８２，３４４），カヤ（８５，２０９，１９０，１５７），ケ

ヤキ（５７８，５７６（根元は岩石を抱いている），ケヤ

キ+カヤ（ケヤキとカヤが接合４５３），ウラジロガシ

（４５４），スギ（２９０，２９２，３２１，３５９，３１９，３５４，２５０，

３４６，５３８），カゴノキ（２１４，１６３）。

亜高木層：ユズリハ（７９），モウソウチク。

低木層：アオキ，コウゾ，クサギ，チャノキ，シロ

ダモ，ヤブニッケイ。

草本層：ツチアケビ，ヤマアイ，シャガ，ベニシダ，

イワヘゴ，オオバギボウシ（植栽），サイハイラン，

イタドリ。

�������	

徳島県植物誌（阿部，１９９０）に掲載されていない

植物で，近年及び今回の調査により本地域に新しく

生育が確認されたものや新分類群として学会誌など

に発表された植物をあげると次のものがある。

○ヒメオオイワボタン

Chrysosplenium pseudofauriei H. L�v. var. nipponense

Wakab.

アムール，ウスリー，中国北部，韓国などに分布

するオオイワボタンの変種で，１９９７年東京都立大学

の若林三千男氏によって本地域を基準産地として記

載された。現在世界で唯一の自生地である。

○コキンポウゲ

Ranunculus japonicusThunb. var. rostratus Syamsuardi,

H.Okada et M.Ogawa

ウマノアシガタの変種として２００２年にSyamsuardi，

岡田博，小川誠各氏によって本地域を基準産地とし

て発表された植物で，わずかに現存している。

○ミノボロスゲ

Carex albata Boott ex Franch. et Sav. var. albata

北海道，本州（中部・関東以北），南千島に生育

する植物で，四国には分布記録のないものであるが，

１９９５年に剣山で生育が確認され，勢力を拡大してい

る。過去には報告がなかったもので外部から移入さ

れた可能性が高い。

○ミヤマキケマン

Corydalis pallida（Thunb.）Pers. var. tenuis Yatabe

本州（近畿地方以東）に生育する植物で，四国に

は記録のないものであるが，２００１年ごろから本地域

での生育を確認した。

○シコクフクジュソウ

Adonis shikokuensis Nishikawa et Ko. Ito

従来フクジュソウとされていたが，２００１年に西川

恒彦氏他により，高知県大豊町のものを新分類群の

三好市「旧東祖谷山村」の植物／植物相班
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シコクフクジュソウとして記載された。本地域の寒

峰には全国的に知られた群生地がある。

○ニセツクシアザミ

Cirsium pseudsuffultum Kadota

本県では木沢村と本地域に生育するツクシアザミ

に似た植物で，２００６年門田裕一氏によって高知県の

天狗高原を基準産地として記載された。本地域のも

のや木沢村のものも副基準標本となっている。

○ヒメヘビイチゴ

Potentilla centigrana Maxim.

絶滅危惧種に登載されていないが，四国では分布

が限られている。本県では川島町に記録があるもの

の現存は確認できず，本地域にのみわずかに生育が

確認できる希少種である。生育環境の劣化や道路工

事などで絶滅寸前である。

○エゾイボタ

Ligustrum tschonoskii Decne. f. glabrescens（Koidz.）

Murata

ミヤマイボタの一品種で全体にほとんど無毛のも

のである。今回落合峠周辺で生育を確認した。

○オオヤマレンゲ

Magnolia Sieboldii K. Kochの群落

本地域に今まで知られていなかった１００株近い群

生地が新たに確認された。しかし，多くの樹幹がシ

カの食害を受けているので今後詳細な調査と保護対

策が必要である。

○アライトツメクサ

Sagina procumbens L.

ヨーロッパ，北アメリカ，オーストラリア原産の

外来植物で，日本の近くでは北千島やアライト島に

分布している。今回の調査で見ノ越駐車場に帰化し

ているのを確認した。

������
本地域には多くの希少植物が生育している。「環

境庁版レッドデータブック２０００」（以下，環境省 RDB

と略記）や「徳島県版レッドデータブック２００１」（以

下，徳島県版 RDBと略記）に「絶滅のおそれがあ

る植物」として記載されている植物について，現存

を確認したものをあげると次のとおりである。

（１）徳島県版RDBに記載されている植物（環

境庁版RDB記載種は全て徳島県版RDBに含ま

れているので省略）

①徳島県版 RDB：「絶滅」（絶滅とされたが今回

の調査で生育が確認されたもの）

キソエビネ，ヒナチドリ（図２）。

②徳島県版 RDB：「絶滅危惧�類」（絶滅の危機
に瀕している種）

スギラン，エゾフユノハナワラビ，ナヨシダ，イ

ワウサギシダ，クサソテツ，ケンザンデンダ，ミヤ

マウラボシ，ホテイシダ，イワオモダカ，オシダ，

ミヤマベニシダ，ヒメイワトラノオ，イチョウシダ，

アオチャセンシダ，シイバサトメシダ，オヒョウ，

ツノハシバミ，マンセンカラマツ，ハクサンハタザ

オ，ヤマガラシ，タカチホガラシ，チャボツメレン

ゲ，ヒメキリンソウ，ヒメオオイワボタン，シラヒ

ゲソウ，ヤシャビシャク，トガスグリ，ハクロバイ

（ギンロバイ），エゾヤマザクラ（オオヤマザクラ），

コフウロ，オオツルウメモドキ，ヒロハツリバナ，

チョウセンナニワズ，ケゴンアカバナ，イワアカバ

ナ，カノツメソウ，ミヤマウイキョウ，ハクサンシャ

クナゲ，バイカツツジ，ハシドイ，イシダテクサタ

チバナ，ツクシガシワ，エゾノヨツバムグラ，ジャ

コウソウ，マネキグサ，ミヤマナミキ，トサコゴメ

グサ，マツムシソウ，コモノギク，アキノハハコグ

サ，クサノオウバノギク，ネバリノギラン，アワコ

バイモ，カンザシギボウシ（イヤギボウシ），タマ

ガワホトトギス，エンレイソウ，ノハナショウブ，

カキツバタ，チイサンウシノケグサ，アオウシノケ

グサ，ヒロハノハネガヤ，ツルギテンナンショウ，

イシヅチテンナンショウ，シコクヒロハテンナン

ショウ，オタルスゲ，ヒナラン，ナツエビネ，サル

メンエビネ，アオチドリ，カキラン，ギボウシラン，

フガクスズムシソウ，キソチドリ，オオヤマサギソ

ウ，カノコソウ，ホザキイチヨウラン，ノビネチド

リ。

③徳島県版 RDB：「絶滅危惧�類」（絶滅の危機
が増大している種）

エビラシダ，シコクシラベ，ハリモミ，ゴヨウマ

ツ（ヒメコマツ），コメツガ，コウヤマキ，ミヤマ

ビャクシン，イヌブナ，ミヤマツチトリモチ，クリ

ンユキフデ，オオヤマレンゲ，レイジンソウ，シコ

クフクジュソウ，オオバメギ，ルイヨウボタン，ト
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モエソウ，ツメレンゲ，イワキンバイ，アズキナシ，

シモツケ，フッキソウ，シコクスミレ，ツルギハナ

ウド，コメツツジ，ハクウンボク，ツマトリソウ，

オオキヌタソウ，サワルリソウ，カニコウモリ，オ

オトウヒレン，イワタケソウ，エビネ，ラショウモ

ンカズラ，オヤマボクチ。

③徳島県版 RDB：「地域個体群」

ツルギカンギク。

④徳島県版 RDB：「準絶滅危惧」（現時点では絶

滅の危機度は小さいが，生息条件の変化によっ

ては「絶滅危惧」として上位ランクに移行する

要素を有する種）

ヤマシャクヤク，ヒカゲツツジ，ツルギミツバツ

ツジ，ユキモチソウ，アオヤギバナ。

⑤徳島県版 RDB：「情報不足」（評価するだけの

情報が不足している種」

ミヤマジュズスゲ，テリハキンバイ。

（２）未確認の希少植物

過去に本地域に記録されている希少種で，今回の

調査で確認できなかったものには次のものがある。

クルマユリ，クロクモソウ，イワカガミ，ミヤマ

スミレ，イワギリソウ，サンヨウブシ，クモイオト

ギリ，ヒメアザミ，カワラアカザ，コバナガンクビ

ソウ，イヌナズナ，アイツヤナシイノデ，アオフタ

バラン，アケボノツツジ，アスヒカズラ，アズマガ

ヤ，イイヌマムカゴ，イシヅチコウボウ，イチヨウ

ラン，イヌノフグリ，イブキトボシガラ，ウスギヨ

ウラク，オオダイトウヒレン，オニノヤガラ，ギン

ラン，クシバタンポポ，クマガイソウ，クマヤマグ

ミ，クロフネサイシン，ケサンカクヅル，コイワカ

ンスゲ，コガネシダ，コガネネコノメソウ，コゴメ

カラマツ，ゴマナ，ゴヨウツツジ，ジガバチソウ，

シコクテンナンショウ，シコクハンショウヅル，シャ

クジョウソウ，ショウキラン，ジンバイソウ，スズ

ムシソウ，セイタカズスムシソウ，タシロノガリヤ

ス，チチブホラゴケ，ツリシュスラン，ツルネコノ

メソウ，ツレサギソウ，トダイアカバナ，ナガボノ

ナツノハナワラビ，ハコネシケチシダ，ハナウド，

ヒゲネワチガイソウ，ヒメニラ，ヒメバライチゴ，

ヒロハハナヤスリ，フジキ，フトボナギナタコウ

ジュ，ベニイトスゲ，ベニバナヤマシャクヤク，マ

イサギソウ，マダイオウ，ミツバコンロンソウ，ミ

ツバベンケイソウ，ミドリヨウラク，ムカゴソウ，

ムカゴツヅリ，ムラサキマユミ，メグスリノキ，モ

ウセンゴケ，ヤマウツボ，ヤマキケマン，ヤマサギ

ソウ，ヤマジスゲ，ヤマタイミンガサ，ヤマトキソ

ウ，ヤマトグサ，ユキワリイチゲ，ミツモトソウ。

�������	
��
���

本地域には多くの絶滅のおそれのある植物が生育

している。これらの内特に個体数が少なく絶滅の危

険性が高いものはヒナチドリ，キソエビネ，サルメ

ンエビネ，ノビネチドリなどのラン科植物やミヤマ

スミレ，ケンザンデンダ，ナヨシダ，アオチャセン

シダ，本地域が基準産地のツルギカンギク，イヤギ

ボウシなど数多くが数えられる。それに加えて剣山

ではニホンジカなどの野生草食獣による食害が急増

し，かつては普通に見られたナンゴククガイソウや

オオトウヒレンなどがほとんど姿を消している。ま

た，オオヤマレンゲやイシヅチミズキ，ヒロハツリ

バナなどの木本類も樹幹の剥皮により多くが枯死す

るなど，剣山の貴重な植物の多くが甚大な被害に

遭っている。被害調査と共に早急の保護策が求めら

れる。

謝辞： 今回の調査では村田 源氏（元京都大学），中池

敏之氏（元千葉県立中央博物館），門田裕一氏（国立科

学博物館），遊川知久氏（国立科学博物館筑波実験植物

園），西川恒彦氏（北海道教育大学旭川校），藤井伸二

図２ ヒナチドリ
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氏（人間環境大学），福原達人氏（福岡教育大学）の方々

には植物の同定等について貴重なご指導・ご助言をい

ただきました。また，勝浦町在住の中村喜代治氏には

希少植物等の情報をいただきました。ここに深く感謝

し，厚くお礼を申し上げます。
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